
















　ある日、家の近くの保健医療施設で乳がんと子宮頸がんの検診が受けられることを知り
ました。それまで乳がん検診は一度も受けたことがなく、子宮頸がん検診を受けたのも十
年以上前だったので、検診料が高くないなら受けてみようと思いました。「もし悪い結果が
出たらどうしよう」とか「検査は痛くないのかな」と考えてしまい、怖い気持ちもあったので
すが、受診前に医師が、がんのことや検査内容について丁寧に説明してくれ、不安を和ら
げてくれました。検査の結果、何も異常はないことが分かり、とても安心しました。検診はと
ても大切です。病変を見つけ、症状の悪化やがんの進行を防ぎ、命を守るための手段で
す。この事業はたくさんの女性の助けになっています。遅すぎて、手遅れになってしまわな
いよう、周りにも受診することを勧めていきたいと思います。

リリアン・エリサベス・バレリオさん（乳がん・子宮頸がん検診受診者）

娩台、血圧計、太陽光発電システムなど、母子継続ケアの強
化に不可欠な医療機材を提供しました。また、日本の専門
家（助産師）による研修を通じ、母子手帳が活用されるよう
になったほか、医療従事者の新生児蘇生の技術も向上しま
した。さらに、妊婦とその家族を対象とした両親学級や、学
校・地域での啓発活動には、1,300人以上が参加し、地域全
体で母子の健康への意識が高まりつつあります。
　この活動は、外務省「日本NGO連携無償資金協力」、連合
「愛のカンパ」中央助成、そして多くの皆さまからのご支援
に支えられています。

地域の女性にがん検診の機会を
エル・パライソ県ダンリ市、テウパセンティ市、エル・パ
ライソ市、トロヘス市

受益者の声

環境保全と栄養改善のための家庭菜園と植林
エル・パライソ県グイノペ市、サン・ルカス市、サン・ア
ントニオ・デ・フローレス市、オロポリ市

　エル・パライソ県は、乳がん・子宮頸がんの罹患数が特に
多い県の一つですが、検診の必要性が十分に理解されて
おらず、身近な保健医療施設で検診が受けられないという
状況にありました。こうした課題を受け、県内4市の保健医
療施設において、女性が乳がん・子宮頸がん検診を受けら
れるよう支援しています。
　2024年度は、医療従事者を対象に、乳房の超音波（エ
コー）検査や酢酸による子宮頸部視診などの技術向上研修
を実施するとともに、検診に必要な資機材や消耗品を保健
医療施設に提供したことで、2,000人を超える女性が検診を
受けることができました。また、検診の重要性を広く伝える
ために、保健医療施設の待合スペースにがん検診の重要

性を伝えるポスターを掲示したり、乳がん・子宮頸がんの予
防月間に合わせた啓発イベントを開催したりするなど、
様々な活動に取り組みました。
　この活動は、第一三共株式会社との連携により実施して
います。

　中米の乾燥地域に位置するエル・パライソ県南西部の4
市では、焼き畑や農地の無計画な拡大により森林の伐採が
進み、化学肥料などを用いた農業により土地も劣化してい
ました。この状況を改善するため、環境にやさしい農法を用
いた家庭菜園の推進と、地域の環境を保護するための植林
を行いました。
　2024年度は、4市88世帯の家庭菜園を支援し、ニンジン、
ビーツ、カボチャなど平均25種類もの野菜や果物が栽培で
きるようになりました。また、収穫物を利用した調理教室を
行い、家庭での食事に取り入れられるようになりました。さ
らに、8校の学校菜園で育てられた野菜が、400人を超える
児童・生徒に給食として提供されました。また、地域の環境
保全のために、1万2,000本を超える苗木を植樹するととも
に、水源を守るための柵も設置しました。
　この活動は、立正佼成会一食平和基金、公益社団法人国
土緑化推進機構「緑の募金」、そして皆さまからのご支援に
より実施しました。
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乳がん予防月間の啓発イベント

家庭菜園できゅうりを収穫した親子











国際理解教育を通じた地域社会への貢献

　アムダマインズは、国際協力の現場で培った経験をもとに、さまざまな分野で活動するスタッフが、講演やワークショップ、イ
ベントへの登壇など、多種多様なご依頼にお応えしています。また、自治体や企業との連携を通じて、SDGsの実現を目指す取り
組みも広がっています。2024年度の事例をご紹介します。

高校生が学ぶ国際理解と奉仕の心
第47回岡山県インターアクト指導者講習会

　インターアクトは、国際ロータリーが行っている高校生向けの
プログラムで、地域や世界に貢献できるリーダーを育てることを
目的としています。岡山県内にも、インターアクトクラブをもつ高
校が複数あり、生徒たちは奉仕活動や国際理解をテーマに積極
的に学んでいます。
　2024年11月24日には、岡山県立水島工業高等学校で「第47回
岡山県インターアクト指導者講習会」が開かれました。今回はア
ムダマインズのスタッフが講師として参加し、「世界の貧困」や
「教育を受けられない子どもたちの現状」について、講演とワー
クショップを行いました。
　自分たちにできることを真剣に考える高校生の姿からは、国際
理解や奉仕の心が着実に育まれていることが感じられました。

イベントオリジナルの寄付つき商品がネパール農家の力に
おかやま珈琲時間

　2024年11月30日・12月1日の2日間、岡山城で開催された大型
イベント「おかやま珈琲時間」（株式会社ビザビ創業90周年記
念）では、イベント限定の「オリジナルブレンドコーヒー」が販売
されました。収益の一部がアムダマインズを通じてネパールの
コーヒー農家の支援につながる特別なコーヒーで、楽しみなが
ら国際協力に参加できる商品として、多くの方々にご好評をいた
だきました。イベント会場の岡山城だけでなく、県内各地のPOP 
UPストアでも取り扱われ、多くの方の手に取っていただくこと
で、コーヒーを通じて、遠く離れたネパールの農家とつながる新
しい支援の形を提案する機会となりました（現在は販売終了、写
真提供：株式会社ビザビ）。

自治体・企業・NGO連携でSDGs12「つくる責任 つかう責任」に貢献
くらしき環境フェア2024 不要品チャリティーオークション

　環境について考えるきっかけを提供する「くらしき環境フェア
2024」において、「不要品チャリティーオークション」が開催され、
その収益金をアムダマインズへご寄付いただきました。
　このオークションは、主催の倉敷市（一般廃棄物対策課）と、環
境関連事業を手がける有限会社ウイルパワーによる官民連携の
取り組みで、オークション初心者の方でも安心して出品できる仕
組みが整えられていました。
　「不要になったけれど、まだ使える」「捨てるにはもったいな
い」といった品々が多数出品され、来場者の関心を集めました。
環境保全への貢献だけでなく、国際協力にもつながるチャリ
ティーとして、多くの方から温かいご賛同と喜びの声が寄せられ
ました。
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第47回岡山県インターアクト指導者講習会

くらしき環境フェア2024

オリジナルブレンドコーヒー

知ることから始まる、国際教育への一歩














